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研究雑話(127)
障害児教育・動僻持主上実質品)

藤井力夫

姿害事反射の発達とリズム運動の習熟(25)

1回旋2跳躍の持続、「自分のリズム」の内部構造。

前回は、なわとび動作における手 が利用されます。呼気は縄下ろしや と1回旋 2跳騒(下)。障害児学級

足の共同運動、即ち、前腕長軸での 弾力発揮に効果し、媒介です。リズ 中学1年、男子。なわとびは5、6

網下ろし運動と長軸先端 ・母指球部 ム譜では Iタンタj の2ビー トで、 回で、膝屈曲による跳躍。着床不安

からの伸展性弾力の共同についてお 呼気と息止め(気息)が対応します。 定で、呼気、気息着床が課題。練習

諾し主 した.習熟したそれには呼気 習熟事例(前号図A)は、 1回旋 1 後、連続出因。 1回旋2跳躍の反床

目跳鼠でしたが、 力波形明断、強弱・30回(毎分 122)。

2回獲 1呼殺で、 心拍動も強拍に同期(同 121)。

呼気と気巴の「タ Zピ ト跳躍の評価カテゴリ一、

ンタJリズムは 4段階図 6-1。パターンA 伸展

維持されていま 性弾力を利用. B 膝が曲がってし

した。はじめて まう。 c 試みるが手や躯幹のレベ

の事例(同日) ノレ。0:連続跳躍自体が課題の段階。

は、呼気を利用 発達連閥、パヲーンAでの不連続.

できず、タイミ なわとび回数 ・60回以上、交互開閉

ングがずれ、 3 動作安定 ・毎分 110:2ビート跳躍 ・

跳躍 1回旋にな 伸展性弾力の持続(パクーンA)は、

ってしまいまし 飛躍的な変化をもたらします。

た。呼気着床、 なわとび回数 60凶以上 (P(O.05) 

気息着床の習熟 (図 Bー幻 。交互開閉動作もはじめ

が課題です 2 て安定。優先テンポ(好きな速さ)

ビートの習熟に ・毎分 110回世票準偏差1ι7) (図B

どのような効果 -3)。たいへん速く ・同200回以上。

が内在している 『自分のりズムJの内部構造、 2

のでしょう方、 ピ ト同期が及ぼす効果図 6-4、

今回は、「自分の 段階ごと fリズム同期の容量 ・平行

リズム」の内部 四辺形」 縫話 I∞参照)。パターン

構造ということ Aのそれは他と明白に不連続。跳躍

でお話したいと における強弱同期は、眺毘動作の安

A. 1回旋 2跳躍. 2ビート跳躍の効果.
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6-1 . 2ビート ・跳躍動作、評価カテゴリー

パターンA 弱泊却を手がかりにビート同期.停贋性弾力を刊用.
B 強伯郡を~誼し過ぎ腫E曲で反応.ビート院量可.
C2貧示を且て試みるが手や匝僅幹でのピート模倣.
D ビート院医以前で.樟動的屯連鹿践畢が課題の段階.

6-2.発達連関:沿わとび回数(平均、 S0) 
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6-3 発達連関:交互開閉動作(優先テンポ)
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6-4 動作リズムの優先テンポと速さ 調節.
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思います。

呼気着床・気

息着床、2ビー

定(優先テンポ ・毎分 143)のみな

らず、速さ調節(たいへん速く ・同

192) をも可能にさせます。 r伸展

卜跳躍の効果 惟Jにおけるこの習熟は、「交叉性」

図Aは、 1日30 のリズム、歩行運動にも効果します。

分、4日問、2 優先テンポ ・毎分 117、たいへん速

ビート跳躍練習 く・同2090 r伸展性jと『交叉性j、

後のなわとび ・ 両者のリズム駆動は、あらゆる動作

ポリグラフ。 1 の2基礎で、動作発現に飛躍をもたら

回旋 1跳躍 (上) します。(北海道教育大学教授)


